
開催日時：令和６年１１月１４日(木) １４時～１６時

開催場所：和歌山県立医科大学 紀三井寺キャンパス
図書館棟３階研修室

子宮頸がんは毎年1万人以上の患者さんが発生し約3000人が亡くなっています。特に20代後半〜40
代前半までに発症のピークがあり、働き盛りや子育て中の若い女性が子宮を失ったり命を脅かされるが
んです。この病気の最大の特徴は、原因がHPVというウイルス感染であることが確定しており予防できる
がんであることです。WHOはHPVワクチン接種・成人後の検診・治療体制の３つにより、今世紀中に子宮
頸がんをほぼ根絶できるという目標を発出しました。現在国内で12-16歳の女子に定期接種として実施
されている９価HPVワクチンは子宮頸がんの90％をブロックする高い有効性があり、また万一接種後に
症状が出た場合の診療体制も整備されています。一方検診では従来の細胞診のみでなく、本年よりHPV
検査による検診を国が指針に取り入れ大きな変革期を迎えています。子宮頸がんを予防して女性の健康
を守るために今行うべきことは何かをお話したいと思います。
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この講座では、私たちが普段飲んでいるくすりの主成分がどのような形をしているのか、
そして体の中でどのように働いているのかを、化学的な視点からご紹介します。

■ 電 話 ０７３－４４１－０７８９

■ メール ➀ 以下のURLのページ下部にある申し込み用紙のデータを

ダウンロードして必要事項を入力してください。

② 必要事項を入力した申し込み用紙のデータを添付して、

以下のメールアドレス宛てに送付してください。

https://www.wakayama-med.ac.jp/shisetsu/life/index.html                              

life@wakayama-med.ac.jp

■ FAX ０７３－４４１－０７13

「ワクチン接種と検診で子宮頸がんは根絶できる」

「くすりの主成分って何？」

申込み方法 令和６年１０月２４日(木)までに以下のいずれかの方法で
お申し込みください。先着３０名。

第７回
最新の医学・医療カンファランス

市民講座

問合せ先 和歌山県立医科大学 生涯研修センター （電話）073－441－0789

本講座は、一般の方に最新の医学・医療情報等を提供し、
教養を深め、健康や治療に役立てていただくことを大きな
目的として開催しています。医学・医療に関する専門的知
識は必要ないので、興味のある方は、ご覧ください！


